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を認定！
対前年度比1３.４％減 決算議会

９月定例会
　

28
年
９
月
１
日
か
ら
12
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、平
成
27
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

決
算
認
定
を
は
じ
め
、条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、一

般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、全
員

賛
成
ま
た
は
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、２
日
に
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
、2
期

8
年
の
町
長
と
し
て
の
自
己
評
価
に
つ
い
て
、廃
校
施
設

の
有
効
活
用
と
地
方
創
生
、有
害
鳥
獣
対
策
な
ど
に
つ
い

て
、多
岐
に
わ
た
り
活
発
な
質
問
を
展
開
し
、町
当
局
の

考
え
を
問
い
質
し
ま
し
た
。

一般会計
町民１人当たり
約64万5千円
特別会計を含むと
約81万2千円
が使われました

平成28年4月1日現在
人口13,016人

一般会計
　歳入総額	 93億4804万6941円
　歳出総額	 84億 208万5547円
　　差引額	 9億4596万1494円

地方交付税52.8%
49億3819万円

町税15.3%
14億2664万円

県支出金7.2%
6億6858万円

その他4.3%
4億1406万円

歳入合計
93億4805万円

諸収入2.1%
1億9229万円

繰越金6.8%
6億3894万円

国庫支出金6.1%
5億6717万円

地方消費税交付金3.0%
2億7958万円

町債2.4%　2億2260万円

民生費26.3%
22億1286万円

公債費16.5%
13億8386万円

衛生費9.6%
8億408万円

土木費8.5%
7億1543万円

教育費12.4%
10億4279万円 総務費18.3%

15億3813万円

歳出合計
84億209万円

農林水産業費3.4%
2億8669万円

消防費1.4%
1億2029万円

商工費１．１%
９３００万円

・災害復旧費　１．０%
・議　会　費　0.９%
・労　働　費　0.３%
・諸 支 出 金　0.2%

計　2億496万円

※構成率については小数点第２位を四捨五入
　しているため、合計が100％ではありません。
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84億209万円
平成27年度一般会計

　

決
算
審
査
は
、地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
各
会
計
の
決

算
に
つ
い
て
詳
細
に
審
査
を
実
施
し
た
。歳
入
面
に
つ
い
て
は
、自
主
財
源
で
あ
る
町
税

が
15
・３
％
で
、依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
が
52
・８
％
、国
庫
支
出
金
が
６・１
％
、

県
支
出
金
が
７・２
％
と
歳
入
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。経
常
収

支
比
率
は
69
・４
％
で
、昨
年
の
74
・
4
％
よ
り
改
善
さ
れ
て
い
る
。こ
こ
数
年
向
上
し
て

お
り
、今
後
も
よ
り
一
層
の
努
力
を
望
む
も
の
で
あ
る
。歳
出
面
に
つ
い
て
は
、経
常
経
費

で
あ
る
公
債
費
が
16
・
5
％
、人
件
費
が
16
・５
％
、補
助
費
等
が
15
・７
％
を
占
め
て
い

る
。ま
た
、各
事
業
や
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

十
分
検
討
し
、見
直
し
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。早
期
健
全
化
基
準
は
各
々
下
回
っ
て

い
る
。今
後
も
施
策・事
業
の
選
択
等
に
よ
る
経
費
の
節
減
、町
債
の
発
行・繰
り
上
げ
償

還
の
工
夫
等
、引
き
続
き
、財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。職
員
一
人
ひ
と
り

が
、町
政
全
般
に
つ
い
て
創
意
工
夫
の
努
力
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、町
民
が
安
心
し
て
住

め
る
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、邁
進
す
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

●町債（借金）の累積残額
　＊一般会計	 ４６億３８１０万３千円
	 町民１人当たり　３５万６千円
　＊特別会計	 ６４億２２０５万８千円
	 町民１人当たり　４９万３千円
　＊合　　　計	 １１０億６０１６万１千円
	 町民１人当たり　８４万９千円

●基金（預金）の累積残額
　＊預　　金	 ５９億３６０３万１千円
	 町民１人当たり　４５万６千円

＊町民１人当たりの金額は
平成28年4月1日現在、人口13,016人による。

財政基盤づくりの確立を

＊「経常収支比率」とは
　町税や地方交付税等の一般財源の中での経常的経費の割合
を示すもの。この数値が低ければ低いほど、財政運営に弾力性が
あり、健全であるといえます。

＊「経常的」とは
　歳出面でいえば建設的事業や単年度で取り組むような臨時的
な事業を除いた部分。家庭に例えれば、日常的に必要な光熱水費
や食事などが経常的経費なら、家の増改築やマイカーの購入費
などは臨時的な経費といえます。

○　ある一定の家計の収入に対し、光熱水費などは生活	する上
で絶対に必要なものとして計上されます。
　　そして、この生活上の必要経費が、収入に占める割合いが低
ければ低いほど、家庭の財源に余裕が生まれます。
　この余裕が、町財政に置き換えたときの「弾力性」です。

民生費：
障害者、高齢者
の福祉サービ
ス、保育所、生
活保護などの
経費

公債費：
借りたお金（町
債）の返済にか
かる経費

総務費：
庁舎や財産の
維持管理、税金
の徴収、戸籍管
理などの経費

教育費：
学校教育、生涯
学習の充実な
どの経費

衛生費：
健康増進、疾病
予防、環境保全
などの経費

土木費：
道路、河川、公
園など社会資
本基盤整備な
どの経費

１７０，０１０円 １０６，３２０円 １１８，１７２円 ８０，１１６円 ６１，７７６円 ５４，９６５円

＊人口は、H28.4.1現在13,016人を使用。

決算審査意見書
代表監査委員　渡邉吉彦

一般会計、主な目的別歳出のなかみ 下記金額は町民1人当たりを表す

歳出
総額
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問

答

未
検
討
だ
が
、調
査
研
究
を
進
め
、議
論
を
深
め
る

現
代
工
芸
美
術
館
の
運
営
方
針
の
見
直
し
の
検
討
は

決算審査特別委員会

特別委員会レポート
委員長　広　島　法　明

【
現
地
調
査
】

◎
西
島
第
１
橋

◎
な
か
と
み
現
代
工
芸
美
術
館

◎
西
島
学
童
保
育
施
設

▼一
般
会
計

 

身
延
支
所
関
係

問　

門
野
の
湯
は
高
齢
者
保
養

施
設
な
の
で
、高
齢
者
が
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
利
用
料
の

減
額
を
。

答　

昨
年
見
直
し
を
し
た
と
こ

ろ
な
の
で
、利
用
料
減
額
は
考

え
て
い
な
い
。

 

財
政
課
関
係

問　

火
災
見
舞
金
の
金
額
は
。

答　

住
宅
が
対
象
で
全
焼
が

20
万
円
、半
焼
が
10
万
円
、焼

死
者
遺
族
に
は
町
内
在
住
者

20
万
円
、町
外
在
住
者
10
万

円
で
あ
る
。

 

総
務
課
関
係

問　

防
火
水
槽
の
国
庫
補
助
金

の
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

こ
こ
２
年
県
全
体
で
国
か

ら
の
補
助
金
が
な
か
っ
た
が

28
年
度
に
つ
い
て
は
要
望
通

り
交
付
さ
れ
る
予
定
。

 

生
涯
学
習
課
関
係

問　

な
か
と
み
現
代
工
芸
美
術

館
の
特
別
展
の
回
数
と
有
料

入
場
者
数
は
。

答　

企
画
展
は
年
４
回
開
催
し
、

有
料
入
場
者
数
は
１
８
９
９

人
。

問　

多
額
な
経
費
が
生
じ
て
い

る
が
美
術
館
運
営
方
法
の
見

直
し
の
検
討
は
さ
れ
て
い
る

か
。

答　

検
討
は
し
て
い
な
い
が
、教

育
委
員
会
の
中
で
も
調
査
研

究
を
進
め
、意
見
を
聞
く
中
で

議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

 

政
策
室
関
係 

◎
意
見

①
な
か
と
み
現
代
工
芸
美
術
館

は
、町
民
の
利
用
者
が
少
な

く
、費
用
対
効
果
の
面
か
ら
こ

れ
ま
で
と
は
違
う
新
た
な
視

点
か
ら
の
運
営
の
転
換
が
必

要
で
あ
る
。

②
教
育
や
文
化
の
育
成・振
興
に

は
費
用
が
か
か
る
の
は
当
然

だ
。長
期
展
望
に
立
っ
て
検
討

す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

 

福
祉
保
健
課
関
係

問　

障
害
者
手
帳
所
持
者
数
及

び
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
対
象
者
数
は
。

答　

本
年
９
月
１
日
現
在
身
体

障
害
者
手
帳
７
９
３
人
、療
育

手
帳
は
１
２
４
人
、精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
は
１
２
２

人
が
所
持
し
て
お
り
、重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
助
成
対
象

者
は
約
７
０
０
人
。

問　

日
本
赤
十
字
奉
仕
団
員
は

昨
年
ま
で
は
各
集
落
選
出
が

中
心
だ
っ
た
が
、今
年
度
の
加

入
状
況
は
。

答　

本
年
度
か
ら
新
た
に
奉
仕

団
員
と
し
て
継
続
的
に
諸
活

動
に
参
加
で
き
る
人
を
募
集

し
て
お
り
、現
在
は
20
人
ほ

ど
。こ
れ
か
ら
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

問　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
そ
よ
か
ぜ
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
」

（
旧
身
延
保
健
所
）の
利
用

者
は
何
人
か
。ま
た
耐
震
の

関
係
も
あ
り
移
転
す
る
と
聞

い
た
が
。

答　

登
録
し
て
い
る
利
用
者
は

なかとみ現代工芸美術館
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22
人
で
１
日
の
利
用
者
数
は

10
人
～
15
人
。

　
　

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
修

繕
で
対
応
し
て
い
る
。耐
震
も

不
十
分
で
検
討
課
題
だ
が
、

現
時
点
で
具
体
的
な
計
画
は

な
い
。

 

政
策
室
関
係

問　

政
策
室
販
売
の
年
賀
状
の

売
上
の
推
移
は
。

答　

毎
年
１
万
枚
の
限
定
販
売

に
よ
り
完
売
し
て
い
る
の
で
、

数
字
的
に
は
横
バ
イ
で
あ
る
。

問　

丸
滝
の
分
譲
地
販
売
の
現

況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

全
19
区
画
中
、契
約
済
み
が

６
区
画
、今
後
の
契
約
予
定
が

４
件
で
あ
る
。

 

産
業
課
関
係

問　

27
年
度
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

頭
数
は
。

答　

サ
ル
94
頭
、
イ
ノ
シ
シ

１
０
０
頭
、シ
カ
３
７
８
頭
、

ク
マ
２
頭
で
合
計
５
７
４
頭

で
あ
る
。

 

学
校
教
育
課
関
係

問　

学
校
給
食
の
材
料
物
資
の

納
入
業
者
は
。

答　

基
本
物
資
は
山
梨
県
給
食

会
他
、町
外
業
者
に
依
頼
し
て

い
る
が
、地
産
地
消
も
考
慮
し

地
元
業
者
に
も
お
願
い
し
て

い
る
。

 

子
育
て
支
援
課
関
係

問　

佐
野
實
基
金
の
２
０
０
０
万

円
の
使
い
道
は
。

答　

27
年
度
に
つ
い
て
は
子
育

て
支
援
医
療
助
成
費
に
充
て

ら
れ
た
。

 

水
道
課
関
係

問　

山
間
地
の
水
源
等
に
お
い

て
、鳥
獣
に
よ
る
水
質
汚
濁
へ

の
対
応
は
。

答　

明
ら
か
な
水
質
汚
濁
は
認

め
ら
れ
な
い
が
、ク
リ
プ
ト
ス

ポ
リ
ジ
ウ
ム（
指
標
菌
）の
検

査
を
実
施
し
て
対
応
し
て
い

る
。

 

建
設
課
関
係

問　

上
沢
北
団
地
の
防
水
改
修

工
事
費
は
２
０
０
０
万
円
と

あ
る
が
、入
居
戸
数
は
。居
住

環
境
が
良
い
と
は
思
え
な
い

が
今
後
の
方
策
は
。

答　

９
月
１
日
現
在
で
28
戸
中

15
戸
に
入
居
し
て
い
る
。こ
の

団
地
は
立
地
条
件
が
良
い
の

で
長
寿
命
化
を
図
り
、そ
の

後
、総
合
的
に
判
断
し
、建
替

え
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

 
観
光
課
関
係

問　

観
光
ポ
ス
タ
ー
等
は
そ
れ

ぞ
れ
の
組
織
で
印
刷
し
て
い

る
が
、協
議
し
て
統
一
し
た
も

の
を
作
成
す
る
こ
と
は
。

答　

観
光
関
連
組
織
関
係
者
に

よ
る
観
光
情
報
連
絡
会
で

提
案
等
を
行
う
よ
う
に
し
た

い
。

問　

本
栖
湖
い
こ
い
の
森
キ
ャ
ン

プ
場
は
指
定
管
理
者
み
の
ぶ

観
光
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し
非

常
に
好
評
だ
と
聞
く
が
、施

設
の
老
朽
化
も
含
め
て
町
は

把
握
し
て
い
る
か
。

答　

十
分
に
把
握
し
て
お
り
、修

繕
等
も
協
議
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
る
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

 

町
民
課
関
係

問　

医
療
費
は
26
年
度
と
比
較

し
て
ど
う
か
。

答　

以
前
は
増
加
傾
向
に
あ
っ

た
が
加
入
者
が
社
会
保
険
や

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
へ
の

移
行
し
た
の
で
前
年
度
よ
り

減
少
し
た
。

問　

30
年
度
に
国
保
が
県
で
統
一

さ
れ
る
新
制
度
に
か
か
る
動

向
は
。

答　

県
が
財
政
責
任
主
体
と
な

り
、国
保
を
市
町
村
と
共
同

で
運
営
す
る
こ
と
と
な
る
。

現
在
、県
に
お
い
て
運
営
に
係

る
方
針
や
国
保
税
の
将
来
的

な
統
一
な
ど
に
つ
い
て
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

▼
介
護
保
険
特
別
会
計

 

福
祉
保
健
課
関
係

問　

介
護
施
設
の
待
機
者
及
び

入
所
者
は
何
人
か
。

答　

本
年
４
月
１
日
現
在
で
、入

所
申
込
者
は
約
４
０
０
人
で
、

そ
の
内
、要
介
護
３
以
上
の
人

は
約
２
０
０
人
。

　
　

本
年
８
月
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
入
所
者
は
広
域
利

用
型
の
特
養
が
１
４
３
人
、地

域
密
着
型
の
特
養
が
48
人
で

あ
る
。

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計

 

環
境
下
水
道
課
関
係

問　

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
寿
命

は
10
年
か
ら
15
年
と
聞
い
た

が
、壊
れ
た
と
き
は
ど
う
対

処
す
る
の
か
、ま
た
、ポ
ン
プ

を
替
え
る
予
定
は
。

答　

ひ
と
つ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に

２
基
設
置
し
て
あ
る
の
で
、１

基
が
故
障
し
て
も
対
応
で
き

る
。施
設
の
長
寿
命
化
計
画

を
立
て
て
計
画
的
に
替
え
て

い
く
。
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問

答
修
繕
工
事
、国
へ
の
補
助
金
申
請
、開
所
時
期
等
に
影
響
が
出
る

青
少
年
自
然
の
里
の
補
正
予
算
を
減
額
し
た
と
き
の
影
響
は

総務産業建設常任委員会

レ　ポ　ー　ト
委員長　広　島　法　明

▼一
般
会
計
補
正
予
算

 

観
光
課
関
係

問　

し
だ
れ
桜
苗
木
植
栽
工
事

の
内
容
は
。

答　

し
だ
れ
桜
の
里
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
富
士
川
ク
ラ
フ
ト

パ
ー
ク
内
サ
バ
イ
バ
ル
の
森
に

２
７
０
０
本
の
し
だ
れ
桜
を

植
栽
す
る
。

問　

こ
の
事
業
で
＊
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
採
用
す
る

と
い
う
が
、目
標
額
に
達
し
な

か
っ
た
場
合
は
。

答　

そ
の
場
合
は
不
成
立
に
な

り
、出
資
者
に
返
金
す
る
。

＊
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は

不
特
定
多
数
の
人
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
資
金
提
供
を

呼
び
か
け
、一
定
額
が
集
ま
っ
た

時
点
で
事
業
等
を
実
行
す
る

も
の
。

 

学
校
教
育
課
関
係

問　

身
延
中
学
校
校
歌
制
作
は

誰
に
依
頼
す
る
予
定
か
。

答　

校
歌
校
章
制
定
準
備
会
で

協
議
の
結
果
、作
詞
に
つ
い
て

は
下
山
在
住
の
佐
野
氏
、作

曲
に
つ
い
て
は
梅
平
在
住
の

山
田
氏
に
依
頼
す
る
予
定
。

問　

学
校
管
理
費
の
工
事
請
負

費
の
内
容
は
。

答　

西
島
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
発
着
所
舗
装
工
事
と
入
口

通
学
路
拡
幅
工
事
、下
山
小

学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
発
着
所

舗
装
工
事
の
３
件
。

問　

小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
追

加
で
１
台
購
入
し
、全
部
で
６

台
運
行
す
る
そ
う
だ
が
、補

助
席
は
使
う
の
か
。

答　

現
有
バ
ス
１
台
と
新
規
購

入
バ
ス
５
台
を
利
用
し
、現
段

階
で
は
補
助
席
を
使
用
し
な

い
見
込
み
。

問　

備
品
購
入
費
で
小
学
校
校

旗
と
あ
る
が
。

答　

身
延
清
稜
小
学
校
と
下
山

小
学
校
の
校
旗
だ
が
、統
合

準
備
委
員
会
で
は
２
校
と
も

新
し
い
校
章
に
す
る
こ
と
で

現
在
選
定
中
で
あ
り
、校
章
が

決
ま
り
次
第
、校
旗
の
制
作
に

着
手
す
る
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
の
修
正
案

（
※
青
少
年
自
然
の
里
修
繕

工
事
実
施
設
計
委
託
業
務
予

算
の
全
額
減
額
）

◇
修
正
の
理
由

　
　

譲
渡
後
の
経
営
等
の
見
通

し
が
明
示
さ
れ
て
い
な
く
、運

営
に
懸
念
が
残
る
た
め
。

 

観
光
課
関
係

問　

今
回
、計
上
さ
れ
た
予
算
の

一
部
が
全
額
減
額
さ
れ
た
時

の
影
響
は
。

答　

県
か
ら
町
へ
の
委
譲
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、12
月
定
例
会
で
の

修
繕
工
事
の
予
算
計
上
、国

へ
の
補
助
金
申
請
、開
所
時

期
な
ど
に
影
響
が
考
え
ら
れ

る
。

◎
こ
こ
ま
で
は
教
育
厚
生
常
任

員
会
と
の
連
合
審
査
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▼
下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水
施

設
等
条
例
の
一
部
改
正

　
（
※
使
用
料
金
の
改
定
）

 

環
境
下
水
道
課
関
係

問　

加
入
率
が
多
少
増
え
て
も

経
営
健
全
化
と
ま
で
は
い
か

な
い
と
の
事
だ
が
、加
入
促
進

へ
の
対
応
は
。

答　

加
入
率
は
低
い
状
況
に
あ

る
。高
齢
者
の
み
の
世
帯
も
多

く
、宅
内
工
事
費
の
捻
出
が
厳

し
い
等
の
実
情
も
あ
る
が
、一

般
会
計
操
出
金
を
少
し
で
も

減
ら
す
よ
う
加
入
促
進
の
努

力
を
続
け
て
い
く
。

問　

今
後
の
料
金
改
定
の
予
定

は
あ
る
の
か
。

答　

三
年
毎
の
見
直
し
が
基
本

だ
が
、当
面
は
加
入
促
進
を

重
視
し
、経
済
情
勢
や
加
入

状
況
の
推
移
を
踏
ま
え
な
が

ら
下
水
道
事
業
審
議
会
等
で

検
討
を
進
め
る
予
定
。

常　任　委　員　会

委員長　田　中　一　泰教育厚生常任委員会

 

町
民
課
関
係

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算

問　

財
政
調
整
基
金
に
積
み
立

て
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

理
由
は
。

答　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

移
っ
た
人
の
医
療
費
分
が
減

少
し
た
こ
と
で
、一
時
的
に
繰

越
金
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

る
。

問　

医
療
給
付
に
よ
る
金
額
が

安
定
し
な
い
理
由
は
。

答　

高
度
な
医
療・高
額
な
新
薬

に
よ
る
治
療
に
よ
り
、突
発
的

に
医
療
給
付
に
要
す
る
金
額

が
増
大
す
る
こ
と
が
原
因
。

 

福
祉
保
健
課
関
係

▼
介
護
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算

問　

交
付
金
超
過
に
伴
う
返
還

金
を
計
上
し
て
い
る
が
、超
過

交
付
が
発
生
す
る
理
由
は
。

答　

国
等
の
交
付
金
は
、当
該
年

度
の
保
険
給
付
等
の
見
込
み

額
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
る
。

　
　

翌
年
度
に
実
績
額
が
確
定

す
る
の
で
、交
付
額
に
過
不
足

が
あ
れ
ば
清
算
す
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

問　

福
祉
用
具
購
入
費
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
当

初
予
算
を
見
積
も
っ
た
の
か
。

答　

過
去
４
年
間
の
実
績
額
と

当
該
年
度
の
予
算
執
行
状
況

を
参
考
に
し
て
い
る
。

問　

福
祉
用
具
に
は
、ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
。

答　

購
入
対
象
品
目
と
し
て
は
、

腰
掛
便
座
、特
殊
尿
器
、入
浴

補
助
器
具
等
が
主
な
も
の
で

す
。年
間
10
万
円
が
上
限
で
、

自
己
負
担
は
１
割
か
ら
２
割

で
あ
る
。

問　

予
備
費
を
計
上
す
る
理
由

は
。

答　

給
付
費
予
算
が
足
り
な
く

な
る
等
、不
測
の
事
態
に
備
え

て
計
上
す
る
も
の
。

 

水
道
課
関
係

▼
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算

問　

専
門
的
な
研
修
は
毎
年
受

講
し
て
い
る
か
。

答　

通
常
業
務
が
多
岐
に
わ
た

り
、受
講
が
難
し
い
状
況
で
あ

る
。

問　

専
門
的
な
知
識
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
、継
続
的
に
受
講

し
て
は
ど
う
か
。

答　

業
務
に
支
障
の
な
い
よ
う
、

可
能
な
限
り
検
討
す
る
。

下水道改定料金表（平成２９年４月分から）　　　　　　　　　　　　　　　  （円）
超過料金 汚　水　量 旧料金 新料金

10立方メートルを超え20立方メートル以下の部分 110 120
20立方メートルを超え30立方メートル以下の部分 120 130
30立方メートルを超える部分 130 140

農業集落排水施設使用料
世帯員割 世帯員１人につき 300 400

※
基
本
料
金
は
据
え
置
き
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▼
総
合
計
画
条
例
制
定
に
つ
い
て

芦
澤
議
員　

平
成
23
年
５
月
に

制
定
さ
れ
た
第
一次
総
合
計
画

は
、条
例
が
制
定
さ
れ
な
い
ま

ま
に
審
議
さ
れ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
。

政
策
室
長　

本
来
は
そ
の
時

点
で
条
例
を
制
定
す
べ
き
で

あ
っ
た
。

深
澤
議
員　

町
民
の
意
見
を
十

分
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
措

置
と
あ
る
が
、方
法
は
。

　

ま
た
、町
民
と
の
協
同
に
よ
り

策
定
す
る
と
は
。

政
策
室
長　

総
合
計
画
は
、総
合

戦
略
策
定
会
議
の
委
員
に
、併

せ
て
審
議
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、町
民
の
意
見
を
反
映
し
て

い
く
。協
同
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。

下
水
道
条
例
及
び
農
業
集
落
排

水
施
設
等
条
例
等
の
一
部
改
正
条

例
に
つ
い
て

渡
辺
議
員　

下
水
道
が
超
過
料

金
の
値
上
げ
、農
業
集
落
排
水

が
世
帯
一人
あ
た
り
の
値
上
げ

だ
が
、値
上
げ
に
至
っ
た
経
緯

は
。

環
境
下
水
道
課
長　

平
成
19
年

に
料
金
統
一
し
て
以
来
だ
が
、

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持

修
繕
の
増
加
に
伴
う
経
費
の

確
保
、加
入
者
が
増
加
す
れ

ば
、や
は
り
経
費
が
増
加
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、今
回
値
上

げ
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

家
計
へ
の
負
担
が
大
き
い
と

い
う
意
見
や
、加
入
促
進
の
た

め
に
は
据
え
置
く
べ
き
で
は

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、最

終
的
に
値
上
げ
に
至
っ
た
。

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

（
青
少
年
自
然
の
里
改
修
工
事

予
算
に
つ
い
て
）

川
口
議
員　

設
計
委
託
費

３
２
４
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、工
事
費
は
。

　

ま
た
、今
後
は
、交
流
型
の
宿

泊
施
設
と
し
て
利
用
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、名
称
に
青
少

年
を
使
わ
な
い
方
が
よ
い
と

思
う
が
。

観
光
課
長　

工
事
費
に
つ
い
て

は
、設
計
が
で
き
て
か
ら
12
月

補
正
で
計
上
す
る
。今
後
は
、

個
人
、団
体
、家
族
連
れ
、外
国

人
な
ど
も
受
け
入
れ
る
施
設

に
し
た
い
の
で
、名
称
も
検
討

す
る
。

川
口
議
員　

12
月
を
目
途
に
県

か
ら
無
償
譲
渡
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、今
後
は
、工
事

費
等
す
べ
て
町
が
負
担
す
る

と
い
う
こ
と
か
。

観
光
課
長　

屋
根
、防
火
扉
、雨

ど
い
の
工
事
費
に
つ
い
て
は
、

県
が
負
担
す
る
が
、そ
の
ほ
か

は
町
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
。

芦
澤
議
員　
「
施
設
活
用
計
画
」

と
い
う
も
の
が
、す
で
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
よ
う
な
扱

い
に
な
っ
て
い
る
が
、こ
の
計

画
は
い
っ
た
い
、だ
れ
が
い
つ

作
成
し
た
の
か
、議
会
は
一
切

聞
い
て
い
な
い
。

総
務
課
長　

県
か
ら
無
償
譲
渡

し
て
も
ら
う
た
め
の
計
画
案

で
あ
り
、詳
細
に
つ
い
て
は
、

今
後
詰
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

芦
澤
議
員　

私
た
ち
が
こ
の
計

画
を
見
た
の
は
、補
正
予
算
の

説
明
資
料
に
よ
る
も
の
で
、議

会
で
は
こ
の
計
画
を
承
認
し

て
い
な
い
。

観
光
課
長　

計
画
説
明
よ
り
先

に
予
算
を
出
す
こ
と
に
な
り

申
し
訳
な
い
。

深
澤
議
員　

再
利
用
に
つ
い
て

広
く
検
討
し
た
い
と
の
こ
と

だ
が
、そ
の
内
容
は
。ま
た
、

将
来
は
自
主
運
営
体
制
を
構

築
す
る
と
し
て
い
る
が
、そ
の

経
営
方
針
は
。

観
光
課
長　

役
場
内
の
関
係
課

と
協
議
し
て
き
た
。80
人
く

ら
い
の
収
容
人
員
を
見
込
ん

で
お
り
、地
域
お
こ
し
協
力
隊

３
人
、臨
時
職
員
４
人
く
ら
い

の
雇
用
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

柿
島
議
員　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
３
人
は
ど
の
よ
う
な
役
割

を
担
っ
て
も
ら
う
の
か
。

観
光
課
長　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
つ
い
て
は
、内
容
、施
設

の
運
営
目
的
の
理
解
を
求
め
、

関
係
部
署
に
関
わ
っ
て
き
た

経
験
、意
欲
の
あ
る
人
を
採
用

し
て
い
き
た
い
。

本 会 議 質疑応答
議
案
第
74
号

議
案
第
78
号

議
案
第
77
号
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▼
27
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
決
算

反
対　

渡
辺
議
員

・
身
延
中
学
校
大
規
模
改
修
工
事

　
　

身
延
中
学
校
は
一番
古
い
が

十
分
使
え
る
と
説
明
、大
規

模
改
修
工
事
を
す
る
と
の
説

明
も
な
い
。

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
３
台
購
入
費

　
　

恒
常
的
に
補
助
席
を
使
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
考
え
て

い
る
と
は
思
え
な
い
。

・
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　

平
成
27
年
に
介
護
保
険
料

の
値
上
げ
を
し
、年
金
か
ら

天
引
き
で
き
な
い
普
通
徴

収
の
方
の
滞
納
で
不
納
欠
損

額
、収
入
未
済
額
が
増
え
て
い

る
。保
険
財
政
の
事
情
を
何

よ
り
優
先
さ
せ
た
改
革
で
あ

り
、今
、国
が
進
め
て
い
る
こ

の
介
護
保
険
の
制
度
で
は
安

心
し
て
介
護
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　

27
年
の
決
算
で
は
普
通
徴

収
の
滞
納
者
30
人
の
不
納

欠
損
が
あ
り
収
入
未
済
も
あ

る
。長
生
き
し
た
人
た
ち
に
つ

ら
い
思
い
を
さ
せ
る
医
療
制

度
を
廃
止
し
、以
前
の
老
人

保
健
制
度
に
戻
す
べ
き
で
あ

り
反
対
す
る
。

賛
成　

柿
島
議
員

・
当
議
会
に
お
い
て
身
延
中
学

校
改
修
工
事
費
の
予
算
処
置

は
す
で
に
議
決
す
み
で
あ
る
、

な
お
決
算
認
定
に
お
い
て
適

正
に
使
用
さ
れ
て
お
り
賛
成

す
る
。

・
介
護
保
険
、後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
国

の
制
度
の
問
題
で
あ
り
、こ
の

特
別
会
計
に
つ
い
て
も
予
算

に
基
づ
き
執
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
賛
成
す
る
。

▼
総
合
計
画
条
例
の
制
定

反
対　

芦
澤
議
員

　

本
年
８
月
に
は
第
２
次
総
合

計
画
が
審
議
会
に
提
案
さ
れ

て
い
る
。今
回
の
条
例
制
定
の

提
案
理
由
に
総
合
計
画
の
重

要
性
を
踏
ま
え
、そ
の
明
確

な
位
置
づ
け
、策
定
に
関
わ
る

手
続
き
等
に
つ
い
て
条
例
で

定
め
る
必
要
が
生
じ
た
と
議

案
提
出
の
理
由
と
し
て
い
る
、

今
回
初
め
て
条
例
制
定
す
る

必
要
が
生
じ
た
と
い
う
の
は

事
実
と
異
な
る
と
思
わ
れ
る

た
め
反
対
す
る
。

▼
下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水

施
設
等
条
例
の
一
部
の
改
正

反
対　

深
澤
議
員

　

多
く
の
町
民
の
声
を
耳
に
す

る
に
、生
活
費
を
省
い
て
排
水

設
備
工
事
を
し
、上
下
水
道
料

金
を
支
払
っ
て
い
る
、し
か
し

近
隣
の
家
庭
の
中
に
は
下
水

に
接
続
せ
ず
水
道
料
金
だ
け

の
支
払
い
は
大
変
不
公
平
で

あ
る
。さ
ら
に
生
活
排
水
等
、

生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
の
声
が
あ
ち
こ

ち
で
聞
こ
え
て
く
る
。

　

特
に
処
理
区
域
内
で
下
水
道

に
接
続
し
て
い
な
い
世
帯
が

１
０
６
４
戸
。さ
ら
に
27
年
度

末
で
約
２
７
０
万
円
の
多
額

の
未
収
金
が
発
生
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
町
民
の
理
解
は

得
ら
れ
な
い
。

　

加
入
促
進
と
未
収
金
回
収
を

強
力
に
進
め
る
こ
と
が
先
決

で
あ
り
反
対
す
る
。

▼一
般
会
計
補
正
予
算

反
対　

芦
澤
議
員

・
青
少
年
自
然
の
里
改
修
工
事

実
施
設
計
業
務
の
目
的
は
一般

利
用
者
が
宿
泊
で
き
る
施
設

へ
と
利
用
方
針
を
転
換
す
る

と
し
て
い
る
が
、議
会
へ
の
説

明
も
な
く
計
画
を
認
定
し
た

と
い
う
事
実
も
な
い
、又
総
合

戦
略
策
定
会
議
に
も
示
さ
れ

て
い
な
い
。こ
れ
ら
改
修
工
事

の
た
め
の
設
計
業
務
委
託
予

算
の
計
上
に
は
反
対
す
る
。

・
し
だ
れ
桜
苗
木
植
栽
工
事
費

平
成
28
年
度
植
栽
を
計
画
し

て
い
る
１
千
本
は
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
す
る

と
し
て
い
る
。１
口
１
万
２
千

円
を
６
１
５
口
、３
万
円
を

８４
口
、５
万
円
を
２
口
と
い
う

の
は
あ
ま
り
に
も
高
額
で
実

施
期
間
が
設
定
さ
れ
て
い
な

い
、更
に
株
式
会
社
パ
ル
コ
へ

の
支
払
い
契
約
等
に
も
疑
問

が
あ
り
反
対
す
る
。

・
身
延
中
学
校
校
歌
制
作
謝
礼

に
つ
い
て
校
歌
に
は
そ
の
学

校
の
地
形
、文
化
な
ど
が
歌
い

込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

身
延
中
学
校
校
歌
制
作
謝
礼

の
44
万
６
千
円
は
二
人
に
制

作
を
依
頼
す
る
と
し
て
い
る
、

こ
の
校
歌
の
歌
詞
の
中
に
現

在
の
身
延
中
学
校
の
周
辺
の

地
形
や
地
名
な
ど
が
織
り
込

ま
れ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像

で
き
る
。現
在
、学
校
建
設
検

討
委
員
会
の
答
申
も
出
さ
れ

て
い
な
い
中
、校
歌
の
制
定
だ

け
を
急
ぐ
理
由
は
な
に
か
、今

後
の
建
設
検
討
委
員
会
の
展

開
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
反
対
す
る
。

　
　
　
　

平
成
28
年
５
月
10
日

▼
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正

（
小
学
校
名
の
制
定
）

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

久
那
土
小
学
校
と

西
島
小
学
校
が
統
合
し
て

身
延
清
陵
小
学
校
に

下
部
小
学
校
と

原
小
学
校
と

下
山
小
学
校
が
統
合
し
て

下
山
小
学
校
に

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

身
延
小
学
校
と

大
河
内
小
学
校
が
統
合
し
て

身
延
小
学
校
に

討 論

議
案
第
74
号

議
案
第
77
号

議
案
第
78
号

議
案
第
60
号

認
定
第
１
号

臨 

時 

会
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議案に対する賛否
（賛成：○・反対：×・棄権：△）

赤
池　

朗

田
中
一
泰

広
島
法
明

柿
島
良
行

芦
澤
健
拓

松
浦　

隆

河
井　

淳

福
與
三
郎

草
間　

天

川
口
福
三

渡
辺
文
子

伊
藤
文
雄

深
澤　

勝

野
島
俊
博

●決算認定 ●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

認定第1号　 平成２７年度身延町一般会計及び特
別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

●条例の制定

議案第74号　身延町総合計画条例の制定について
身延町総合計画の位置づけ、策定に係る手続等を定める

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●条例の一部を改正する条例

議案第75号　身延町税条例の一部を改正する条例
について

所得税法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴う改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第76号　身延町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例について

所得税法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴う改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第77号　身延町下水道条例及び身延町農業集
落排水施設等条例の一部を改正する
条例について

下水道料金の値上げに伴う改正

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

●補正予算

議案第78号　平成２８年度身延町一般会計補正予
算(第３号)修正案

青少年自然の里改修工事実施設計業務委託費の減額

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

　平成２８年度身延町一般会計補正予
算(第３号)修正部分を除く原案

修正部分以外の原案に賛成

○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第79号　平成２８年度身延町国民健康保険特
別会計補正予算(第２号)

1億2511万1千円増額

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第80号　平成２８年度身延町介護保険特別会
計補正予算(第２号)

7035万4千円増額

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第81号　平成２８年度身延町簡易水道事業特
別会計補正予算(第２号)

310万5千円減額

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第82号　平成２８年度身延町農業集落排水事
業等特別会計補正予算(第２号)

3万4千円増額

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第83号　平成２８年度身延町下水道事業特別
会計補正予算(第２号)

95万1千円増額

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●請願

請願第1号　 請願書
※委員長報告は継続審査

町の中央で安全な場所に早急に新中学校建設を求める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第2号　教職員定数改善、義務教育費国庫負
担制度拡充を図るための請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●その他

発議第1号　教職員定数改善、義務教育費国庫負
担制度拡充を図るための意見書

請願第2号に基づく意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



身延町議会だより11

問　

町
長
の
２
期
８
年
間
の
成

果
は
。

町
長　

国
や
県
の
支
援
や
制
度

を
活
用
し
、将
来
に
借
金
を
残

さ
な
い
行
政
改
革
の
実
行
。

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

や
中
学
校
の
統
合
な
ど
で
の

教
育
環
境
の
整
備
。中
部
横

断
道
の
３
カ
所
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
決
定
や
道
路
イ
ン

フ
ラ
等
の
整
備
。あ
け
ぼ
の
大

豆
の
六
次
産
業
化
や
し
だ
れ

桜
の
里
づ
く
り
、青
少
年
自
然

の
里
の
再
生
等
の
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
総
合
戦
略
の
策
定
を

進
め
た
。

問　

町
の
将
来
へ
の
道
筋
を
付

け
る
事
は
出
来
た
か
。

町
長　

行
政
改
革
、医
療
福
祉
、

教
育
環
境
、基
盤
整
備
等
の

推
進
を
図
り
、町
の
将
来
へ
の

道
筋
を
付
け
る
た
め
の
計
画

が
鋭
意
動
き
出
し
た
と
考
え

て
い
る
。

問　

町
長
は
８
月
22
日
に
引
退

表
明
し
、望
月
前
副
町
長
を

後
継
指
名
し
た
が
、そ
の
理
由

は
何
か
。

町
長　

総
合
戦
略
等
の
国・県
か

ら
の
事
業
の
要
請
が
多
く
な

り
、私
が
そ
の
事
業
に
関
わ
る

と
一般
行
政
が
手
薄
に
な
る
と

判
断
し
、県
に
副
町
長
の
派
遣

を
要
請
し
た
。当
時
、県
市
町

村
課
長
の
望
月
氏
が
副
町
長

と
し
て
派
遣
さ
れ
、総
合
戦
略

を
中
心
に
進
め
て
も
ら
っ
た

事
な
ど
か
ら
、後
継
指
名
を
し

た
。

問　

後
継
指
名
と
は
町
長
の
影

響
を
色
濃
く
残
す
よ
う
に
と

思
え
る
が
。

町
長　

私
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を

引
き
継
い
で
く
れ
と
の
考
え

は
一切
持
っ
て
い
な
い
。

問　

後
継
指
名
と
は
、町
の
将
来

を
託
す
事
だ
と
思
う
が
総
合

戦
略
以
外
で
託
し
た
事
業
は

あ
る
の
か
。

町
長　

総
合
戦
略
で
方
向
性
を

決
め
た
の
で
将
来
に
向
け
て

推
進
し
て
ほ
し
い
。

問　

町
長
は
役
場
新
庁
舎
の
建

設
、統
合
し
た
中
学
校
の
新

校
舎
の
建
設
、リ
ニ
ア
新
幹

線
の
残
土
の
富
士
川
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
の
搬
入
等
の

事
業
を
前
副
町
長
に
託
し
た

か
。

町
長　

こ
の
３
点
の
推
進
を
指

示
し
た
事
は
な
い
。

問　

残
土
の
運
送
費
と
残
土
を

埋
め
立
て
る
基
礎
工
事
を
町

長
の
采
配
に
任
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
た
が
事
実
か
。

町
長　

残
土
の
処
理
を
リ
ニ
ア

の
関
係
者
か
ら
聞
き
庁
内
で

検
討
し
た
。土
地
の
問
題
が

無
い
富
士
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
が
受
け
入
れ
を
申
し
出

て
来
た
の
で
、Ｊ
Ｒ
東
海
と
県

に
お
願
い
を
し
た
。残
土
処
理

の
問
題
は
、県
が
安
全
性
等

を
考
慮
し
て
申
請
に
基
づ
き

許
可
を
す
る
も
の
で
、私
が
許

可
す
る
事
で
は
な
い
。

問　

町
長
と
し
て
の
２
期
８
年

間
の
自
己
評
価
は
。

町
長　

８
年
前
と
４
年
前
の
選

挙
で
の
約
束
は
、皆
様
の
協
力

に
よ
り
１
０
０
％
に
近
い
実

績
を
上
げ
る
事
が
で
き
た
と

考
え
る
。今
、達
成
感
を
感
じ

て
い
る
。

問　

９
月
27
日
公
示
、10
月
２
日

投
開
票
で
町
長
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。な
ぜ
８
月
22
日

ま
で
、進
退
表
明
を
し
な
か
っ

た
の
か
。

町
長　

い
つ
ま
で
に
進
退
の
表

明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
決
ま
り
は
な
い
。出
馬
の

要
請
も
あ
っ
た
が
、知
力・体
力

の
衰
え
や
家
庭
の
事
情
等
も

熟
慮
し
た
結
果
の
結
論
で
表

明
し
た
。

結
び　

２
期
８
年
の
職
務
遂
行

の
御
苦
労
に
敬
意
を
表
し
質

問
を
終
わ
り
ま
す
。

問

私
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を
引
き
継
い
で
く
れ
と
は
考
え
て
い
な
い

後
継
指
名
と
は
町
長
の
影
響
を
色
濃
く
残
す
た
め
か

２期８年の町長としての
自己評価について

答

工事中の中富インター付近

直
近
の
町
長
選
挙
に
対

す
る
町
長
の
考
え
は

松浦　隆 議員

ここが聞きたい！

一 般 質 問
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問　

サ
ン
ニ
チ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、憲
法
改
正
に
対
す
る
質
問

に
、「
そ
の
他
」
と
答
え
て
い

る
が
、そ
の
内
容
は
。

町
長　

参
院
選
の
結
果
、改
憲
勢

力
が
両
院
で
３
分
の
２
を
占

め
た
こ
と
で
、一
気
に
改
憲
に

傾
き
か
け
て
い
る
現
状
だ
か

ら
、「
も
っ
と
国
民
に
理
解
を

求
め
議
論
を
深
め
て
判
断
す

べ
き
」と
述
べ
た
。

問　

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
懸

念
が
あ
る
か
と
い
う
問
い
に

は
、中
国
の
尖
閣
諸
島
進
出
、

北
朝
鮮
の
核
開
発
等
で
懸
念

が
あ
る
と
答
え
て
い
る
が
。

町
長　

尖
閣
諸
島
周
辺
に
、中
国

船
団
が
大
挙
し
て
領
海
侵
犯

を
繰
り
返
し
て
い
る
。北
朝
鮮

は
核
開
発
・ミ
サ
イ
ル
開
発
を

繰
り
返
し
て
お
り
、核
の
脅
威

が
強
ま
っ
て
お
り
、一触
即
発
の

恐
れ
あ
り
と
み
て
い
る
た
め
。

問　

憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
、改

憲
と
答
え
て
い
る
が
、そ
の
真

意
は
。

町
長　

国
民
が
、戦
争
を
正
し
く

理
解
し
、議
論
を
深
め
た
う
え

で
、国
が
国
民
を
守
る
と
い
う

国
家
の
責
任
を
明
確
に
す
べ

き
で
あ
る
と
の
思
い
か
ら
、現

憲
法
を
尊
重
し
つ
つ
改
憲
す

べ
し
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問　

意
見
書
に
基
づ
い
て
、中
学

校
新
校
舎
建
設
検
討
委
員
会

が
発
足
し
、７
回
の
委
員
会
が

開
催
さ
れ
た
が
、町
長
は
状

況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

町
長　

協
議
し
た
結
果「
通
学

の
負
担
に
隔
た
り
が
あ
る
た

め
、速
や
か
に
中
央
に
新
校
舎

を
建
設
す
べ
き
」
と
か
、「
統

合
し
た
ば
か
り
だ
か
ら
、現
状

を
検
証
す
る
中
で
方
針
を
決

め
る
べ
き
」
と
か
、「
耐
用
年

数
か
ら
建
て
替
え
は
必
要
だ

が
、人
口
分
布
や
通
学
支
援
を

考
慮
し
て
検
討
す
べ
き
」と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
て
、こ

れ
ら
の
意
見
を
集
約
し
て
提

言
書
を
提
出
す
る
と
聞
い
て

い
る
。

問　

教
育
長
の
報
告
書
に
は
教

育
財
産
取
得
に
権
限
を
有
す

る
町
長
と
協
議
す
べ
き
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
が
、実
際
に

協
議
は
行
わ
れ
た
の
か
。

町
長　

教
育
長
と
教
育
委
員
と

行
っ
た
会
議
は
、教
育
大
綱
の

策
定
、教
育
条
件
の
整
備
な

ど
に
つ
い
て
の
総
合
教
育
会

議
で
あ
る
。ま
た
、現
在
は
教

育
長
と
は
、課
長
会
議
終
了

後
に
必
要
に
応
じ
て
行
っ
て
い

る
。

問　

議
会
の
意
見
書
は「
身
延

中
学
校
は
昭
和
46
年
建
設
で

施
設
設
備
の
劣
化
が
顕
在
化

し
て
い
る
が
、最
小
限
の
手
当

に
留
め
、全
面
改
修
ま
た
は
長

寿
命
化
改
修
に
は
着
手
せ
ず
、

早
期
建
設
の
推
進
に
努
め
る

よ
う
強
く
求
め
る
」と
い
う
内

容
だ
が
、検
討
委
員
会
は
そ

の
方
向
性
を
堅
持
し
て
い
る

と
考
え
る
か
。

教
育
長　

意
見
書
と
同
じ
方
向

を
向
い
て
い
る
か
ど
う
か
は

提
言
書
が
提
出
さ
れ
な
け
れ

ば
わ
か
ら
な
い
が
、財
政
的
に

も
中
長
期
的
に
も
重
要
課
題

で
あ
る
の
で
、提
言
を
待
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一 般 質 問

問

答
国
民
に
理
解
を
求
め
て
議
論
を
深
め
て
判
断
す
べ
き
と
考
え
る

憲
法
改
正
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

憲法改正

中
学
校
建
設
検
討
委
員

会
は

芦澤　健拓 議員

憲
法
改
正
ア
ン
ケ
ー
ト
は

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
廃
校
施
設
の
有
効
活
用
は

○
総
合
戦
略
の
進
め
方
は

旧中富中学校の空校舎活用（ドローン制作会社）
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一 般 質 問

問　

夏
休
み
を
含
め
５
ヶ
月
経

ち
、安
全
対
策
の
状
況
は
。

学
校
教
育
課
長　

今
は
全
生
徒

が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、

一
部
の
区
間
に
あ
っ
た
制
限
速

度
超
過
も
注
意
と
指
導
の
後

は
安
全
運
転
で
あ
る
。

問　

恒
常
的
に
補
助
席
を
い
ま

だ
に
使
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解

で
き
な
い
。小
学
校
の
こ
と
も

あ
る
。

教
育
長　

補
助
席
を
使
わ
な
い

よ
う
に
と
何
度
も
言
わ
れ
て

い
る
の
で
念
頭
に
は
入
れ
て

い
る
。

問　

町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

は
、通
学
路
に
急
傾
斜
地
の
崩

壊
、土
石
流
、地
滑
り
の
特
別

警
戒
区
域
や
警
戒
区
域
等
が

あ
る
。国
や
県
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
セ
ン
サ
ー
を
取
り

付
け
る
な
ど
通
学
路
の
安
全

対
策
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
。

学
校
教
育
課
長　

通
学
路
の
安

全
確
保
は
、道
路
管
理
者
、警

察
署
、交
通
防
災
等
関
係
機
関

が
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

問　

身
延
中
学
校
の
液
状
化
の

危
険
性
に
対
す
る
対
策
は
。

学
校
教
育
課
長　

液
状
化
発
生

の
可
能
性
の
高
い
地
域
に
は

小
中
学
校
以
外
に
も
公
の
施

設
も
あ
り
、今
後
は
校
舎
と

と
も
に
町
の
防
災
対
策
と
し

て
関
係
部
署
が
連
携
し
、液

状
化
対
策
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問　

町
と
し
て
対
策
を
し
て
も

被
害
が
減
ら
な
い
。実
態
調

査
を
し
、新
た
な
対
策
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
大
変
な
状

況
だ
。

産
業
課
長　

全
町
民
へ
の
実
態

調
査
は
し
て
い
な
い
が
、色
々

な
場
面
で
被
害
状
況
の
把
握

に
努
め
て
い
る
。

問　

猟
友
会
で
捕
獲
し
て
峡
南

衛
生
組
合
で
処
分
す
る
場
合

無
料
に
で
き
な
い
か
。

産
業
課
長　

捕
獲
後
の
処
分
費

は
捕
獲
奨
励
金
に
含
ま
れ
る

と
猟
友
会
と
協
議
し
て
い
る

が
今
後
協
議
を
し
て
い
く
。

問　

無
人
化
は
観
光
面
だ
け
で

な
く
、住
民
生
活
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
。町
と
し
て
駅
員
の

配
置
を
。

下
部
支
所
長　

町
の
観
光
の
目

玉
の
１
つ
で
あ
る
下
部
温
泉

郷
の
玄
関
口
で
あ
る
下
部
温

泉
駅
の
無
人
化
は
イ
メ
ー
ジ

を
大
き
く
損
ね
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
も
踏
ま
え
、

Ｊ
Ｒ
東
海・静
岡
支
社
と
折
衝

中
で
あ
る
。

問　

町
長
の
考
え
は
。

町
長　

私
た
ち
の
力
不
足
の
た

め
駅
員
が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。今
後
は
駅
員
配
置
の

方
向
で
考
え
た
い
。

問　

本
町
の
地
域
経
済
を
支
え

て
い
る
中
小
企
業
小
規
模
事

業
者
の
振
興
に
向
け
条
例
の

制
定
を
す
べ
き
と
思
う
。

　

市
川
三
郷
町
を
始
め
、全
国

１
８
６
自
治
体
で
制
定
さ
れ
、

地
方
自
治
体
の
産
業
振
興
、

地
域
経
済
振
興
の
憲
法
で
あ

る
。地
域
の
実
情
に
合
っ
た
独

自
の
産
業
政
策
を
持
つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

観
光
課
長　

中
小
企
業
が
地
域

経
済
の
発
展
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
の
認
識
の

も
と
、条
例
制
定
等
も
含
め
商

工
会
や
金
融
機
関
等
、関
係

団
体
や
支
援
団
体
と
さ
ら
に

連
携
を
深
め
検
討
し
て
い
く
。

問

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
会
議
で
対
応
し
て
行
き
た
い

渡辺　文子 議員

通
学
路
の
安
全
対
策
を
確
実
に

通学路安全対策

答

下
部
温
泉
駅
員
の
配
置
を

有
害
鳥
獣
被
害
の
実
態
調

査
と
対
策
は

地
域
経
済
を
支
え
て
い
る

中
小
規
模
事
業
者
の
振
興
を

有害鳥獣捕獲奨励金内訳表

種 　 　 類 H28.3.31まで H28.4.1から

ニ ホ ン ザル 14000円 25000円

イ ノ シ シ 14000円 14000円

ニ ホ ン ジ カ 14000円 14000円

ツキノワグマ 30000円 30000円

改正理由：サルの捕獲増加を図るため
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◎
第
一
日
目
の
あ
い
さ
つ

●
町
長
選
へ
の
進
退

　

も
う
一
期
頑
張
れ
と
の
ご
意

見
も
頂
き
ま
し
た
が
、高
齢
か

ら
く
る
知
力・体
力
の
衰
え
か

ら
熟
慮
の
結
果「
町
長
選
不
出

馬
」が
町
民
の
た
め
だ
と
判
断

し
、今
定
例
会
を
最
後
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
平
成
28
年
度
普
通
交
付
税

　

本
年
度
の
交
付
税
は
７
月
25

日
に
県
か
ら
公
表
さ
れ
、前
年

度
よ
り
２
億
８
５
８
６
万
円
少

な
い
約
41
億
６
９
０
０
万
円
に

な
り
ま
し
た
。歳
入
予
算
の
約

半
分
を
交
付
税
が
占
め
る
本

町
で
は
、今
後
と
も
財
政
運
営

の
健
全
化
に
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
「
な
か
と
み
青
少
年
自
然

の
里
」の
今
後
の
活
用

　

昭
和
62
年
の
開
所
か
ら
平

成
17
年
度
ま
で
県
か
ら
町
が
委

託
さ
れ
町
施
設
と
合
わ
せ
て
共

同
運
営
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
か
ら
は
町
が
指

定
管
理
者
と
し
て
業
務
を
委

託
さ
れ
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、利
用
者
減
少
等
の
理
由

で
本
年
３
月
末
日
に
閉
所
と
な

り
ま
し
た
。

　

町
で
は
活
性
化
に
活
か
せ
な

い
か
協
議
す
る
中
で
観
光・雇

用
の
創
出・起
業
支
援
の
場
と

し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
と
位

置
付
け
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
に
対
し
て
は
無
償
譲
渡
に

向
け
て
手
続
き
を
進
め
て
い
ま

す
が
、活
用
計
画
と
し
て
は
利

用
者
を
青
少
年
に
限
ら
ず
、観

光
の
集
客
施
設
、田
舎
暮
し
体

験
等
の
様
々
な
事
業
を
企
画

し
、交
流
人
口
の
拡
大
、移
住

定
住
の
促
進
、地
場
産
品
の
消

費
拡
大
、雇
用
の
創
出
等
を
目

的
と
し
た
施
設
運
営
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

補
正
予
算
は
宿
泊
等
利
用

者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、今
後
の
活
用
に
向
け

て
の
投
資
と
し
て
施
設
一
部
改

修
の
設
計
委
託
料
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。

●
保
育
園
児
の
英
語
教
育
教

材
の
配
付

　

平
成
24
年
度
か
ら
保
育
園

児
に
も
英
語
に
親
し
ん
で
ほ
し

い
と
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、今
年
度
、教
育
環
境

の
資
質
向
上
、英
語
教
育
の
充

実
を
目
標
に
英
語
の
歌
の
Ｃ
Ｄ

を
教
材
と
し
て
配
布
し
ま
し

た
。

●
公
共
下
水
道
の
加
入
状
況

　

加
入
戸
数
と
加
入
率
は
、

中
富
処
理
区
９
９
４
戸
で
65・

2
％
、身
延
処
理
区
は
４
２
３

戸
で
52・１
％
、下
部
処
理
区
61

戸
で
42・７
％
で
す
。今
後
も
引

き
続
き
加
入
率
ア
ッ
プ
に
向
け

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◎
最
終
日
で
の
あ
い
さ
つ

　

私
が
提
唱
し
て
き
た
理
想
の

町「
住
ん
で
よ
し　

訪
ね
て
も

よ
し　

お
ら
が
身ま

ち延
」や
、就
任

の
際
、町
民
の
皆
様
に
お
約
束

し
た
こ
と
が
１
０
０
％
に
近
い

実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た

と
自
負
し
、達
成
感
を
感
じ
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、議
員

の
皆
様
が
町
民
を
思
う
心
で
ご

指
導
ご
協
力
を
頂
い
た
賜
で
あ

り
ま
す
。町
民
の
皆
様
、議
員

各
位
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

町長あいさつ
望
月
仁
司 

町
長

な
か
と
み
青
少
年
自
然
の
里
の
今
後
の
活
用
は

　
　
　
宿
泊
等
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

●
議
会
か
ら

　

身
延
町
長
と
し
て
二
期
８

年
間
、本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
。

なかとみ青少年自然の里
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★表紙について（№47－ｐ1）
・角度を変えてもう少し全体を写し
た方が分かりやすかったかなと思
いました。

★町民と議員との懇談会
（№47－ｐ3～5）

・写真で見るかぎり若い町民の皆
様の出席が見られない。若い人
たちの意見を聞く機会・場所を
設けてほしいと思います。
・どこの会場も町民の皆さんが
非常に行政に関心を持たれてお
り、活発な意見を出されている
ように思われた。一方で議員の
方々の返答が他人事のような感
じもあり、なんだかなーという
感じでした。

★質疑応答（№47－ｐ12）
・常任委員会でも門野の湯の問題が取り
上げられており、同じような内容を掲載す
る必要があったのか疑問があった。逆に
この文面だけとらえていくと誤解を招くの
では。
・簡易郵便局開設条件が普通郵便局が閉
鎖となる場合とあるが、どういうことなの
か理解できないです。

★常任委員会レポート
（№47－ｐ10～ 11）

・レイアウトを変えて、クラフ
トパーク桜植栽箇所の全体
図と拡大図を産業課関係の
QAの後に掲載した方がわ
かりやすいと思いました。
・門野の湯の職員について、
シルバー人材センターより派
遣するとのことですが、派
遣された職員が常勤できる
のか。サービスの低下にな
りはしないか心配される。

★町政全般についての意見、要望等
・国道52号沿いの夏草が大きくなって視界が悪くなっている箇所があります。また、町道等で2年前の大雪の影響
で折れた竹が道路に倒れかかっている箇所が見受けられます。危険ですので早急に対処していただきたいと思い
ます。
・町内には色 な々地域で個人あるいは小規模団体でその地域の人達のために努力されている方々がいます。そのよ
うな人たちに光を当てられるよう議会また行政に携わる人達は目を向けていただくようにお願いします。

★モニター通信（№47－ｐ15）
・モニターの意見が全てではないが、少なくとも一般の
読者より真剣に目を通していると自負している。この中
の意見・感想は行政にかかわる職員や議員さんたちに
も関心を持って見てもらい、次の施策・住民サービス
の向上につなげてほしい。

★おじゃまします（№47－ｐ16）
・スポーツする子どもたちはこれから先が楽しみです
ね。心が温まりました。
・このコーナーで色 な々活動をされている団体がある
ことを知ることができるようになりました。まだまだ
いっぱい紹介をお願いしたいと思います。

★議案に対する賛否
（№47－ｐ13）

・議案の内容や金額等はと
もかく、議員の○×にペー
ジを割くことは必要なのか
といつも思うのだが。
・中身が見えないので難し
いです。

★一般質問（№47－ｐ6～9）
・災害対策としての避難所用の簡易トイレが下部地区は他と比べるとだいぶ少
ないが、それは避難場所や人口等の関係か・
・軽自動車の救急車の導入は絶対に必要である。
・スクールバスの補助席についての問いに対する教育長の答弁について一言。言
葉の遊びをしているのではないから、職責にふさわしい誠意を持った発言はで
きないものか。
・指定避難所は、せめて水とトイレのある場所が望ましく体育館はやめてほしい
です。住民区割りも実情にあった場所で再検討が望ましいと思います。
・みのる基金の有効活用は大きなお金は小さく分けないで、大きなことに活用し
てほしいです。中学校建設などに活用された方が実態として善意が残ると思い
ます。
・大地震がもし起きた場合、国道52号は回り道がほとんどなく大変だと思う。先
日、切石で大事故が起き長い通行止めになりました。

★町長行政報告
（№47－ｐ2）

・丸滝宮の前宅地分譲は、整
備費もかかっていることから
完売が望ましいし、そのま
ま空き地のような状態になら
ないように周辺の環境を整
備して販売促進に努めてほ
しい。
・町長の行政報告に野球身延
チームの優勝報告は関係な
い。別の欄で大きく取り上げ
た方が良いのでは。

モニター通信
（議会だより№47の意見・感想等）

議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。

貴重なご意見等を参考に、町民の皆様
の「心に伝わる」議会だよりを

目指します。

★組合議会報告
（№47－ｐ14）

・研修に参加された議員を代表
して、復命を兼ねた感想やコメ
ントが一行でもあれば良いと思
う。パンフレットや資料の抜粋
だけだと研修の名を借りた視察
旅行になってしまう。興味をもっ
て読むことはできない。
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下山コーラス【にじの会】

12月定例会は、12月上旬
を予定しています。

日程は決定次第、ホームペ
ージ等でお知らせします。

問い合わせ先　議会事務局

議会の傍聴に
お出かけください

友だち・ご近所・
サークル仲間の皆様
（おひとりでも大歓迎）

　

下
山
コ
ー
ラ
ス【
に
じ
の
会
】の
練
習
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

　

下
山
コ
ー
ラ
ス
は
平
成
15
年
に
発
足
し
、現
在
26
人
の
会
員

で
活
動
を
し
て
い
る
男
女
混
声
合
唱
団
で
す
。

　

発
足
よ
り
積
極
的
に
活
動
を
行
い
、身
延
町
総
合
文
化
祭
へ

の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、他
町
の
イ
ベン
ト
への
参
加
や
施
設
訪
問

も
行
って
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、10
月
16
日（
日
）に
身
延
町
総
合
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
る
身
延
町
総
合
文
化
祭
芸
能
発
表
会
へ
向
け
て
熱
心

に
練
習
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

練
習
で
は
終
始
笑
顔
の
絶
え
な
い
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

混
声
コ
ー
ラ
ス
な
ら
で
は
の
美
し
いハ
ー
モ
ニ
ー
が
響
き
渡
っ
て
い

ま
し
た
。

〒409-3392 山梨県南巨摩郡身延町切石350
URL:http//www.town.minobu.lg.jp/議会だより みのぶ№48 TEL 0556-42-2111（代表）

FAX 0556-42-2127
◇発行責任者：議長　野島 俊博

団員募集！
下山コーラス【にじの会】
コーラスに興味のある方な
らどなたでも大歓迎です。
お気軽にお問い合わせくだ
さい。
問い合わせ先

「下山コーラス【にじの会】」　事務局　松木　電話 0556-62-5435

　

近
頃
、ち
ま
た
で
は
自
治
体
議
員
の「
政
務
活
動
費
」（
略
称

　

政
活
費
）が
な
に
か
と
話
題
に
な
って
い
ま
す
。も
と
は「
政
務

調
査
費
」と
い
う
名
目
で
議
員
の
政
治
活
動
に
関
わ
る
調
査
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、出
張
旅
費
な
ど
、広
く
議
員

活
動
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、現
在
の
名
称
に
変
わ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

今
、問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、議
員
が
、政
務
活
動
費（
政
活

費
）を
本
来
の
目
的
に
使
わ
ず
、ま
さ
に
生
活
費
な
ど
に
活
用
し

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ち
な
み
に
身
延
町
議
会
で
は
政
務
活
動
費
は
認
め
ら
れ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、問
題
が
起
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、私
た
ち
議
員
が
、町
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、議
員

報
酬
の
月
額
15
万
６
千
円
の
ほ
か
は
議
会
活
動（
定
例
会・臨
時

会・議
員
研
修・広
報
編
集
な
ど
）に
対
す
る
費
用
弁
償（
日
当・

旅
費
）と
し
て
の
１
日
あ
た
り
１
２
０
０
円
で
す
。

（
編
集
委
員　

芦
澤
健
拓
）

議
員
の
つ
ぶ
や
き


